
体験学習プログラム

必修み験学習フ問ム~圏一織の諜一
ボランティア .NPO活動センターは、治安や術性環境が安全と判断される海外において、学生が

その地域の抱える|問題に触れるとともに、地域i'J:1猷、福祉、原境問述の現地NPO・NGOとの交流を

辿して、ボランティアなどの体験学刊を行いながら典文化問における相互理解と共生を学ぶ f海外

体験学習プログラムjを実施してきました。内科としては、本学の点任教以がコーデイネーターとなっ

て企画 ・引率するプログラムを公募し尖施する学|人j企画と、 NPO・NGOト月休が実施するスタデイー

ツア ーの lいから、学生にとって学びの多いプログラムを採択すると:;:外企 ~Iiiの 2 種類を提供していま

す。

また、今年度は U本同内でのボランテイア体験を通じて地域のさまざまな課題にもけをlilJけ、悦

肝を広げるfI五l内ボランティア体験プログラムjを初の試みとして 1コース実施しました。結果、

兵春合わせて以下の 6コースを実施するに主りました。

更に、夏JijJ.春J~Iのプログラム終了後には参加!学生によるふりかえりを兼ねた合間報行会をそれ

ぞれ実施し、その終了までをー述のプログラムとすることで、経験をJHrするとともに学びを深め

る機会となっています。

今後も凶|際社会や円本国内における学生の|剥心事と学びの深さを踏まえ、危機管理而においては

テロや感染抜などの危険が少ない地域で、なおかつ賀川而でも参加しやすい企画を可能な|出り提供

し、本学学生の，}:びの場を広げていきたいと与えています。

1 ~I 
l人l

プログラム企!両者 ・団体

法学出1¥ 1I1Yf.師谷.111岳人

(当センター/oiIJセンター長)
寸ー

|経ig"r:百11 教授 大林 稔
IAJ I 

経済学部教授松山森11券

(当センター委]..1)

外 u

特定非常利活動法人 JIPPO 

外 I)I.HH法人 PHD協会

行 先 | 実施 JUJ I~I] 

滋t'l~II!. 2010イi=.8)J2411(火)~ 8 )-J 28 11 (土)4 il'15 11 

タンザニア迎合共和
2010年 9)J 1 11 (水)~9)J 1511 (水)1511111J 

I~I 

アメリカイ干潟'<:1~I (グア |
I 20 11 {I~ 2 ) J 14 11 () J ) -2 ) J 22 11 (火)

ムぬ)、パラオ共利回

スリラ ンカ1":ì~社会
主義共和1~I 

2010年 8 ) J1911 (本)~ 8 月 26H (木)

2010年 8)J1811 (水)~8 rJ2711 (金) 10 11111] 

l2011iF3)J19U(ト 3)J 27 U (U) 
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0圏内ボランティア体験プログラム/滋賀県(大津市・栗東市)

-参加q:'1ミ

ノj、j急 誠(JlI¥rザ:部環境ソリ ューション [学科311::次生) 、Îj巴 駿(経済学部制代経済学:本|・3"1:'次~U

竹本 兵刻 (法学部政治学科3~q:次生) 徽|則っかさ (法学部政治学科3年次生)

三原正志 (経済学部現代経済学科 3 イI~ 次'1:) 金山 手11郷 (法学部政治学季1.2年次生)

白石 ll!~j (続'i:~.学部経営学科 311~次生)

行坦 岳人 (i1~'';I: 日11 講師)i森にふれあい必に学ぶJ-森林での111)伐体験をjillして森林のJ守つ意味を午:ぶ

.行程

日 手2 J必 I~r H寺 111] i再 現}j 1人l作

10 : 00 -11 : 00 Oオリエンテーション

企111日プログラムの説明 担当背及び参加者紹介

13 : 00 -14 : 30 0，;博義「森林と林業について」 金JJ1~/UIi森林組合 符城さん

8月24日
ìff.1~ V，~理:見{Ili 

15 : 00 -16 : 00 0講義

(火) 4来事~の知減/ IIIJ伐作業に1'1\う安令~t.総長jJj熊/森づくり ~In助OilJJ.長
19 : 00 -21 : 00 0講義 ・ワークショップ

林業 ・木材に|泌する新1I日報道/1:1己*tl介ワークショ ップ/

生命のつながりカードワークショップ

9:00-11:00 O~~り 樹木間伐/IIIJ伐体験 (下'下刈り作業)

13 : 00 -16 : 00 O尖W 111]1主体験 clごl;O:"j，
8月25卜l

滋1~M採点 dï
17:00-18:00 0ビデオ学習 (-伐と共に)

(水) 19 : 00 -21 : 00 Oワークショップ ・ナイトツアー

生命のつながりカードワークショ ップ続き

伎の# ナイトツアー

8月261]
9:00-11:00 0実習 IIIJ伐体験

(木)
i政1'(V， ~:%，~ ~{ di 13 : 00 -] 6 : 00 0尖切 111]1え した木村の殺~l、辿搬作業

19 : 00 -21 : 00 0議義 il山由 ・県111について」

10: 00-日:30 0木材)JII1:と木材乾燥施設の比'下

株式会社 1)rl断原 (大iItdi衣)11) 
8月271-1

滋1'(県大iIt Ili 
13 : 00 -16 : 00 O滋賀県産材のモデルハウス見学比三戸 (大iIt市)

(金) 一般社団法人 安公川流域 ・4集と家づくりの会

0ビデオ学¥IJ/
NHK特集~旦111/ポズーからの手紙 (滋賀県環境学:判ピデオ)

8月28日
iJH~ 以栄* Ih. 9: 30 -12 : 00 O~1l 111 iこんこんIIJJの比学/仰さんの小出にてお話

(土)
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小島誠

(理工学部 環境ソリューション工学科 3年次生)

今回、林業:に舵わっておられる人に林業の現

状や森林に!剥する知識、間伐作業するにあたっ

ての安全管理や滋賀県 (行政)が行っている森

づくり補助制度についての講義を行っても ら

い、今までま11らなかったこ ともたくさん知れた。

2日目と 3日目は、その間伐体験を梨点市で

林業に携わっておられる方に教わりながら行っ

た。 間伐作業するに当たって、ヘルメットやJJI~

装や周りのメンバーとの間隔等のみt全確認を

しっか りすることが重要であるこ とを講義で教

わった。間伐の一連の流れは①IIJ]伐樹木の選定

②伐採対象樹木の周辺の整備i③伐倒方向の選定

④ロープを張る⑤受け口 ・追いしlを作る⑥張っ

たロープでヲ|っ張る⑦枝打ち③玉切り①搬出と

いう手順で行われる。簡単に思えるが尖際に作

業を行ってみると、一本伐るだけでもすごく大

変でいろんなことで失敗し、搬出も険しい道の

中、重たい木を迎ばないといけないということ

や、 fHj伐作業は林業のプロでも危険な千l斗Lだ‘と

聞き、林業の大変さを身を持って体験した。

私は滋賀県民として一人でも多くの人に今回

学んだことを伝え、滋賀では森づくりに関して

のイベントがあることを広めてい きたいと 思

う。滋賀県が行っている森づくりのイベントに

も積極的に参加し、 今InJ学んだことを思う存分

に生かしていきたい。

竹本 真梨

(法学部 政治学科3年次生)

今まで|二|本の木材を使った製品を門分述が

使っている ~Jj.は分かっていたが、 日 本の森林や

林業 とい う仕事は専門家に任せていればいい、

自分自身には林業は凶わりのないものと捉えて

いた。また、環境や自然の問題は情報が錯綜し

てお り、 何が正しい情報なのか普段から疑問に

体験学習プログラム

感じていた。

今i旦|の体験

で実際に森林

に行き、 IIIJ伐

体験や林業家

の方のお訴を

直接自分の日

や耳で体感し

たことは、 全

てが新鮮で噌あ

り、体験当初

抱えていた森

林や林業に対

する疑fBJが解

消された。

また、学んできた日本の森林や林業のことを

一人でも多くの学生にま11ってもらえるよ う、今

回の体験の報討会で、できれば多くの人に参加

してもらい、私たちが学.んだことをしっかり報

告 し、報告会に参加した人に少しでも日本の森

林や林業のことについて興味 ・|共l心を持って も

らったり 、何か発見してもらえればと考えてい

る。

4泊51:1という短い間であったが、今回の体

験で日本の森林 ・林業の様々な問題点や課題を

知ったとともに、森林に対する今までの自分の

行動や考えを見直す良いきっかけになった。こ

れからは今Inlの体験で日本の森林 ・林業の現状

をま11って しまった以上、 もうこれらの課題は私

にとって他人事としては捉えられない。今後も、

日本の本林や林業に対して関心を持ち、またそ

れに|則わる体験をしつつ、知識や経験も深めて

いきたいとも考えている。

士
山正原三

(経済学部現代経済学科3年次生)

今回のプログラムでは|削伐ボランティアを中

心として、林業について多くのことを学びまし

た。

間伐とはill山や人工林の木がずfちやすいよう

に、木を 切る作業のこ とです。矛附 しているよ

うにも感じますが、間伐をしなければ木は密集

して しま い、太陽の陽の光を 卜分に受けること

ができず、艇が十分に育たず、結果として土砂

災害などを引き起こす危険性が向くなります。

間伐は環境破壊とは完全に別物であり 、むしろ
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自然保護に大きな役割をはたしていると言えま

すc もし、滋賀県の山々が間伐されずに肱世さ

れてしまえば、琵琶湖に集まる水は、汚くなっ

て ν まうだろうし、そうなると滋到県だけの問

題ではなくなってしまいます。

間伐の取 り組みがなかなか進んでいないの

は、UIの=r入れの仕方を知|らない人が多く、ま

た、林業を しよう にも、 なかなか林業だけで生

前するというのは離しいというのが羽状だそう

で、す。これからの7課題は、どれほど多くの人が

このnnJ組に興味を持ち、林業に携わる人がi甘え

るかがif(要だと思います。

今問、1111伐を体験 して思ったのは、ひとつひ

とつの作業は大変ですが、一本の木を切り倒 し

ただけでも一見してわかるだけの述いがでて、

とてもやりがいを感じました。今後もこのよう

なプログラムには積極的に参加 したいと思いま

すc

白石早希

(経営学部経営学科3年次生)

1 1:1 nの森林と林業についての講義では、金

JJ#WJ辺の林柴の奈良"寺代からが山、ている版史、

現不Eに主るまでの衰勢、今後のi拠地について学

んだ。また、森林の知識や、翌日のIIIJ伐作業に

伴ったま1111龍や注意事項、森づくり補助制度につ

いても学んだ。森づくり補助制度では、森林と

林業についての講義とは違った角度から林業を

とらえた現状が聴け、衝撃を受けた。利維を符

ている他Ilijと補助金なしには成り立たない日木

の林業との迫.いは、伐採から版光にかけてかか

るコストであった。また、林業は長い年月をか

け行うものなので流行によ り方向転換すること

に対応できない。講義を通し林業の縦しさを笑

!必した。

2 1111、3LlI=1には|間伐体験を行った。森林

の'1'には枯れてしまっている木もあり、込み

合った木々が

互いに成長を

阻害して し

まった結果の

ように思っ

た。木々の健

全な成長・のた

めにもILlj伐の

屯嬰性を感じ

た。また、前

11学んだ間伐

作業の基礎知

織である林床

にn光を届 く

ようにすることが、草木の成長を促進し、土砂

災害防止、水資源の保全へと繋がる流れが、実

際、 111]伐を体験してみることによって現実的に

感じられた。

今回のプログラムは、 |主l分の専攻している以

外の興味ある分野について学べるrt.mな機会

だった。この体験で自分の悦野が大変Jム・がった

と感じている。これを機会に人と森が作る生態

系社会、自然との共存を目指した活動を自分た

ちの世代にも引き継ぎ、実践し、今後社会にm
たあとも自然、森林の重要性を忘れず地域社会

に口献していきたい。

平形駿

(経済学部 現代経済学科3年次生)

国内ボランティア体験プログラムを通して木

の家ができる までの人々の働き、思い、つなが

りを凡て、多 くの人がこの家の完成に日lil比して

いるこ とを思う と、ありがたさが身にしみた。

蒜とともに暮らし森を守り育てている人。持続

可能で他全な森を保持し、木を集める人。一本

の版木が持つ価値を松大限に引き出すように本



材の用途に応じて仕上がりを考えながら木を選

び製材する人。私の訪れたモデルハウスの生政

元である一般社|司法人の安公川流域 ・森と家づ

くりの会では植栽から伐採、設計、完成に至る

までにかかわった人びとのつながりを重視し、

顔の凡える|則係をずっ と続ける ことをモットー

の一つにしている。そのようなつながりがみえ

ることで、性む人に安心感をあたえ、また地元

の森と|則わりのある暮らしをすることが実感で

きるのではないだろう か。

このプログラムの私の参加盟山は、環境問題

の現場に起を迎ぴ、そこに生きる人やものの本

当の姿を、ボランテ ィア .NPOifj動センター

の学生スタッフとして多くの人に伝え ること

だった。モデルハウス以外にも、 ;ljリりばしなど

の身近な本を使ったものが私たちの身の阿りに

あるはずだ。それには林業にかかわるさまざま

な人の思いがあることを忘れずに、環境問題に

触れる際、木の拠にあるものま で探く見るnを

持ってもらえる よう多くの人に今阿の経験を

諮っていきたい。

横関 っかさ

(法学部政治学科3年次生)

「また勝手に切りおって。jこれは私が今凶の

囲内ボランティア体験プログラムで一帯印象に

残った青葉である。作業体験で道路inいのヒノ

キを111)伐していた私たちに対して、恐らく 地元

住民とJ41われる人が放った一日-だ そもそも こ

のlHJ伐作業は梨点市の許可と指導の F行われた

もので、民L断でした訳では無いのだが、この人

は 「勝手に」 という ことよ りも 「木を切ったJ
ことに対して怒っているようだ、った。また、こ

のプログラムから削った後に会ったみ;人に「滋

賀で本を切ってき た」と言っ てみると、 「そ う

いうの止めてや、 i奄はエコ派やのに Jと返さ

体験学習プログラム

れた。このプログラムに参加する前であれば私

も|日jじようなことを思ったのかも知れないが、

この 41(15日で私は森ゃれ然に対してまともな

知識を全くもっていなかったことに気づかされ

た。

森林には水源頑益や|山政、防砂など様々な役

í11Uがある。 森を歩くと 100保安林」 と ll ~:かれ

た11'板がたくさん見受けられ、森の公椛性を!感

じた。 しかし、人が手を)JIIえた植林地では木が

術集しているためお互いに成長を妨げあい、地

1mの植物に日光が届かなくなり植物が有たず、

科が枯れてしまう 。そうすると、森の役捌がiE

7ii-に機能しなくなり土砂崩れなど大災宍のもと

になる。また、森で生活する比出や動物のf1:111;' 

を奪うことになり、生態系を乱しかねない。IIIJ

伐や雑草の手入れを怠らなければこのような事

態は起こらないが、日本では生活の近代化lこ作

い、燃料は薪や木炭からガスや化石燃料に符わ

り森を生活資源としなくなり、第一次産業から

第一次、第三次産業へと 転換し、制の合わない

林業に従事する人が減少 して森に入る人が少な

くなった。 日本の森林|問題は 「人が森林を忘れ

たJこと自体を忘れていることだ.0

この4泊5日で見て、開いて、感じたことが

あまりにも多すぎてここに:!?ききれないことが

非常に残念である。 しかし、私はこれを忘れず

に多くの人に事実を伝え、 IEしい選択ができる

人を明やしたい。
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いったなか、林梁は多くの問題点を抱えている。

昔は 67J-7jJ人の人々が林業を/I~.~ としてい

たが、今では1000人にも満たないほとeだ。そし

て高齢化の問題も |則わってきている。材木の価

格が低いこともあり林業だけでは保~~:が什わな

いため、 IEJ佐とのj在業をして生日?を送る必要性

である。これらのIIlJ題に向き合うには、 IJ.Iに対

しての理解と|則心を持つことが解決の第一歩と

なる。

最終日はw山について学ぶため、「こんこん

111_を訪れた。ここでは、里山を生かした利用

の必要性、そしてそれを代々伝えていくことの

大切さをま11ることができた。単山でゴルフ場や

住宅などへのIJr.J発はこれまで何度も行われてき

たので、日Ijの方法が必要となってきた。一概に

こういった開発は悲いとは言えないが、旦山を

{云えてい くためにはも ともと旦111にあるもの

(棚田など)を利)IJし、里山とともに共存する

ことが今必要になっている。単111は人が手を加

えてこそ郎くものである。

引率教員講評

谷垣岳人(法学部講師)

8 月 24 r1は金IJ，~生産森林組合所の代表理事組

合長の宮城定れ術川氏に林業の現状について室

内でご講義いただいた。 引き続き i絃 tl(ljl~西部 ・

南部森林整備市務所の奥田:1~'司氏から滋賀県の

森林税や森づくり補助制度についてご紺介いた

だいた。

25・2611にかけて、金n寄生産森林組合所の所

有林において、下草刈りと間伐のボランティア

体験をおこなった。一連の体験を通じて、植林

地において人が手入れをすることの大切さを学

んだ。

27 LIは、原木が材木になる過程をまuるため、

大iIt r1iの株式会社伊藤源を訪IIlJし、製材過程お

よび木材乾燥施設を見学した。さらに安曇川流

域・森と家づくりの会のりI~産材モデルハウスを

訪1111し代表現!事の宮村太氏に、県産材の地材地

?I'lの1&り抱lみについてご桁介いただいた。

2811は、地元の里111iこんこん111Jにおいて、

111林所イi者の博九麻男氏より旦山の現状と利活

川の現状について話を伺った。

一述のプログラムを通じて、日本が森林資源

|五|であるにも かかわらず、それをうまく活用で

きていない現状と 、それを乗り越えて利j即日す

る方法をう!:んだ。

参加した学生も非?ii-に熱心に取り組み、我々

の持らしと森林との接点を見いだすことができ

た よ う で あ

る。

滋 1'(県西

日11・商品森林

強制ii事務所に

は本プログラ

ム J~施におい

て、綿々な而

で協力いただ

いた。この場

を借 りてお礼

1"し上げま

す。



体験学習プログラム

0海外体験学習プログラム/タンザニア連合共和国(ダル工スサラーム、バガモヨ他)

-参加学生

鵜川 健(法学部政治学科4年次生) 仲 裕子(経済学部 国際経済学科3年次生)

河村将仁(国際文化学部国際文化学科4年次生) 定岡亜依(経済学部国際経済学科3年次生)

間島仁美(経済学部国際経済学科3年次生) 渡辺実香(経済学部国際経済学科3年次生)

左近智子(法学部法律学科3年次生) 宇野 紫織(国際文化学部国際文化学科l年次生)

山川勝弘(経済学部国際経済学科3年次生) 森脇湖平(経営学部経営学科3年次生)

田中雅美(法学部政治学科4年次生) 森 友寛(経済学部 国際経済学科3年次生)

北村 将(国際文化学部 国際文化学科4年次生)

.引率教員、テーマ

大林稔(経済学部教授) r貧困から脱出する道をさぐる」

.行程

日 程 場 所 時 問 活動内容

9月1日(水) 関西国際空港 21 : 00 集合、搭乗手続き

23: 15 空路、 ドパイへ

9月2日(木) ドパイ 04: 45 到着

10: 50 空路、ダルエスサラームへ

ダルエスサラーム 15: 20 到着後、ホテルへチェックイン

9月3日(金) ダルエスサラーム 世界銀行事務所訪問、 J1 CA事務所訪問

9月4日(土) ダルエスサラーム 09: 00 パガモヨへ移動

パガモヨ 10: 00 到着後、市内観光 カオレ遺跡、カトリック教会

チピテ公演民族音楽鑑賞

ダルエスサラーム 18: 30 帰着

9月5日(日) ダルエスサラーム 自由行動

9月6日(月) ダルエスサラーム KITUNDA共同組合訪問、パナソニック訪問

9月7日(火) ダルエスサラーム WAMATA訪問、世界銀行サイト訪問

9月8日(水) ダルエスサラーム jICA事務所訪問、 MUHIMBILI病院訪問

SACCOS MLANDIZI 訪問

9月9日(木) ダルエスサラーム Buniju SCOOL 訪問

KIGOGO HOME 訪問

9月10日(金) ダルエスサラーム 09: 00 ミニパスにて移動

キンゴルウイラ村 12: 00 到着、農村滞在

9月11日(土) キンゴルウイラ村 農村滞在

13: 30 ミニパスにて移動、

ミクミ国立公園 15 :∞ 到着後、ゲームドライブ

9月12日(日) ミクミ国立公園 ゲームドライプ

11 : 00 キンゴルウイラ村に移動

キンゴルウイラ村・ 13: 00 ダルエスサラームに移動

ダルエスサラーム 18: 00 到着

9月13日(月) ダルエスサラーム 自由行動

9月14日(火) ダルエスサラーム
16: 50 

自由行動

23: 20 
空路、 ドパイへ

到着

9月15日(水) ドパイ 03: 10 空路、関西国際空港へ

関西国際空港 17: 20 到着後、解散
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鵜川 健

(法学部政治学科4年次生)

今まで"1-11会った外国人とは全然違う何とも言

えない|湯気さから、この国の人たちはどういう

人なのか、これからどのように発展していくこ

とが彼らにはいいのかを少しながら考えさせら

れた。そしてそれはタンザニア民族チピテの民

族音楽の公演を見たときにも感じた。

その公演にはアフリカの文化があり、チピテ

はその文化を間売にして演奏料やお土産を先っ

て暮 らしていた。このまま経済成長すれば、こ

のすばらしい文化を持つ民族がやがて影科を受

け民族はバラバラになってしまい、演奏だけが

文化として残るのではないか。そうなってしま

えば経済成長をしなくとも幸せであったこの民

族の暮らしはどこへ行くのだろうか。そのよう

な経済成長がこの固にとって必要なのだろう

かζ

タンザニアという国には、今までの先進|主|が

辿ってきたような経済成長で、はないものが求め

られているのではと感じた。

河村将仁

(国際文化学部 国際文化学科4年次生)

帰国直前、私は日い物をしに街へ繰り 山しま

した。気づいたらある少年がついて来て、ひた

すら私に語りかけてきました。川チャクラ、チャ

クラ"と。チャクラはスワヒリ諾で;11食べ物"とい

う怠|床です。

貧しい人がいても施しは絶対にしてはいけな

いと心に決めていましたが、いざ自分ごとに

なったときにこんなにも辛い事だとは思いもよ

りませんでした。私はかばんを聞けて食べ物を

持つてないことを示し、追いかけてくる少年を

振り切って逃げました。

施しをして-JI寺的に命を永らえられるかもし

れないし、逆にこの貧困から抜け出せなくさせ

ているかもしれません。 日本人がキリマンジャ

ロコーヒーを飲むために安い賃金で働かされて

いるタンザニア人がいるかもしれません。それ

でもこれが現実です。

大事なことは、誰かの命を犠牲にしてまで生

きている自分の命をどう使うかということだと

私は思います。

間島仁美

(経済学部 国際経済学科3年次生)

今回のツアーで、マイクロファイナンス ・税

金移転を行っている組織への訪問や、実際にそ

のような融資を受けている方々の、生の717 を l~fJ

くことができ 、たいへん11・重な体験となった。

一番印象に残っているのは、融資を受けるコ

ミュニティ ーが組織や政府に押しつけられるこ

となく自分たちで考え、行動していることだ.0

組織は彼らに強要はしない。ビジネスの提案等

はするが、最終決定権を持っているのは、実際

お金を使うコミュニティーなのである。

タンザニアにおける様々なプロジ ェク 卜は、

雌実に、貧困者と|呼ばれる人たちにいいな|床で

の影斡を与えてきたといえる。近年から噂入さ

れたcashtransferも、まだはっきりとした結梨

lりご'1ft



が見られないものの、今後の成呆に期待したい。

現在、タンザニアの失業者率は50-60%と

いわれている。 この取 り組みによって、彼らが

自らビジネスを始め、自立し、そして次の人へ、

次の人へと繋がっていくことを願っている。

左近智子

(法学部法律学科3年次生)

私がタンザニアに到析した時は、 H本にいる

時から本や|映像によって持っていた、荒れ、繋っ

ていないアフリカのイメージよりも、はるかに

経済の中心地であるダルエスサラームは発展し

ているという 印象を受けました。しかし、その

印象も最初だけであって、発展している地域は

ほんの一部だけであり、貧困は経済の中心地で

あっても こんなにも顕著に存在しているのだと

タンザニアの現状を 日の当たり にしました。

また、先進国である U本での生活とはかけ雌

れているタンザニアの生活に、最初は困惑して

しまいました。特に不便であると感じたのは水

道です。日本では-Hに使う水の量に制限など

あるわけなどなく、水道を捻れば殺菌 .ji日与が

なされた締麗な水が/JJてくることが当たり liij

で、資源の大切さを H本で実感したことなどあ

りませんでした。ありきたりな言葉ですが、紛

麗な水が生活で使えることがどんなに忠まれて

いることなのかを、身をもって実感しました。

山川勝弘

(経済学部 国際経済学科3年次生)

私が得たことは三点ある。初めに、私は賞杯!

に対しネガテイプな考えしか持っていなかった

が、私はそこで懸命に生きている人々と暮らす

ことでそれは一面的であったとわかった。また、

村全体にある一体感を感じた。自分たちが普段

生活している場所と比較することで人と人との

体験学習プログラム

つながりの大切さやjRかさがこれほど重要であ

ると初めて学ぶことが出米た。

次に、先進同の私たちにも山来ることがある

ということ。先進国で高等教育を受けている人

たちのテクノロジーを{史って貧困削減に貢H止す

るBOPビジネスも彼らにとって生活向上に役

泣-っ。アフリカのフロンティアに対して私たち

が培ってきた技術を輸出出来ると思う。

最後に、発展途上国が市場原理を得て、先進

国に向け着々と進んでいる様を恐ろしいほどリ

アルに肌で感じる事が山来た。知識労働者の生

産資本は知識のみであり 、それを雇用者に売る

ことで雇用関係が成立する。知的労働者は200

人規模の工場の場合、多くても10人程である。

医用募集口と扉川希望者の需給ギャップが広

がっている。はたして先進国の方が正しいのか、

発展途上国のままの方が正しいのか。卒論の

テーマとしても参考にしたい。

田中 雅美

(法学部 政治学科4年次生)

タンザニアはここ数年e で経済成長を続けてい

るが、貧困削減にはあまり結びついていないそ

うだ。キパハ村で、は、政府の支援や教育の lて、

村-の会合で、現金移転の援助を受ける家庭を決定

し、その運営 ・管理も村民による委員会が行っ

ている。だが、それで・も 1つの家庭に支給され

る金額は決して大きくはなく、村全体が発展し

ていくため、また援助が必要なくなるレベルに

達するまでに、どれほどの時間を要するかは想

像もつかない。

現地に赴いて強く 考えることは、 「彼らは貧

しくて不幸せそうか」ということである。科え

は当然NOである。むしろ多 くの人が行き交い、

交流しているタンザニア人の方が、日本人よ り

幸せを感じて生きているのではないかと思う。
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タンザニアの人びとの生活は、日本人が考えが

ちな「お金があること=幸せjという考え方を

iJflしてしまうのではないだろうか。n本には何

が幸せなのかもわからず、不安を抱えて日々を

過ごす人が多くいる。そんな私たちは、タンザ

ニアの人びとから笑顔で生活する術を学ぶ機会

を:t.¥.:つべきだと思った。

北村 将

(国際文化学部 国際文化学科4年次生)

私は少なからず、タンザニアは貧困の国であ

り、人々は苦しんでいるのであろうと考えてい

た。これはおそらく、事実でもあるだろう。 し

かし、そこに住む人々、大人も下どももいい笑

顔をしていた。本当に心からの笑顔をしていた。

目がきらきら していた。私はこれが何より も衝

般的であった。

一番印象に残ったのはチピテの民族背楽や踊

りである。夜、は今までにないほどの感動を党え

たc こんなにいい文化はぜひ残っていてほしい

し、もっとたくさんの人々に見てもらいたいと

思うようになった。それを残していくために世

界で「文化祭jみたいなものを IJf.Jいてもっとた

くさんの人に文化の楽しさにふれてもらいた

い。そうしたら、おのずと私が考える子どもに

自世ができる笑顔があふれる世界が作れると

思った。本当に私の人生において大きな粉とな

る時間を過ごすことができた。これを一人で持

つのではなく、たくさんの人に伝えて、共有 し

ていきたいと思う。

伸裕子

(経済学部 国際経済学科3年次生)

今回の海外体験学習プログラムの目的に 「貧

困者の自立への努力を女11ること」とあるように、

様々な環境にいる人々が、貧困削減、生活向上、

自立のためのJ様々な取 り組みを学べました。援

助している側とされている側の両方を見る こと

ができて、どのような桃造で動いているのかが

よく分かりま した。まず、世界銀行は小さいプ

ロジェク 卜からは じめ、それを許官lIi-令改善→拡

大という風に様々なプロジェク トを立ち上げて

いました。そのプロジ、ェクトの一つがタサフと

いうもので、今問タサフが行なっている現金移

転をしているサイトに行って話を聞きま した。

それからサコスという共同組合が行っているマ

イク ロファイナンスの話、そのlIJlJ度を利用 して

商売をしている人の話、 JICAが行っている国

際協力や、その支援を受けて改普している病院・

孤児院の見学、 BOPビジネスを しているパナ

ソニックの話、 イ云統のパフォーマンスをするチ

ピテ公演 ・・・共通 してそれぞれが貧困削減、

生活向上、自立のために工夫しているという こ

とが心に残りま した。

この海外体験学習プログラムで符=た一番の功

績は、自分の将来の少ができた事だと思います。

日本に帰ってきて、その夢のために努力すると

共に、これから残りの大学生活を無駄にせず、

頑張っていきたいです。このプログラムは私の



人生にとても大きな影響を与えたものになりま

した。

定岡亜依

(経済学部 国際経済学科3年次生)

このプログラムに参加 し、ダルエスサラーム

滞在一日目で、道で物乞いをしている身体慌が

い者の多さ、 日本の中古パスの多さ、銃を持っ

た警備員等、様々なこと に驚きました。FI本で

は見られないようなこ と、体1肢できないような

ことを実際に体験することができて、いい経験

になりました。世銀事務所や]lCA事務所に訪

問させていただくことができ、実際にお話を

伺って、本当に勉強になりました。 しかし、 こ

んなにもプロジェク トが存在し、貧困削減、保

健セクター改普等に力を入れているのに追いつ

いていない現状は、 問題の大きさや、貧困規模

の大きさを物語っていると思いました。良村ー滞

在では、日本にはないような良さを感じました。

今後、具体的にはまだ考えてないですが、この

経験を何かに活かしたいと思います。

渡辺実香

(経済学部 国際経済学科3年次生)

今回このプログラムへ参加 し痛感したこ と

は、やはり }]}Lで感じることが一番の勉強法であ

るということです。l貧困'について日本でいく

ら学んでも何かを問に通して学んで、いるには変

わりないのです。私は孤児院訪問時に出会った

子供の顔が忘れられません。そしてその孤児院

が今年いっぱいで閉鎖すると ILBいたとき、日本

で何かできる ことはないか、と考えました。私

には募金活動をすることや、皆にこの施設の存

在を知ってもらうことしか思いつかないです

が、 ぜひこれらのことを行動に移すことができ

ればと考えています。

体験学習プログラム

残念なことをいうと、私たちはある程度整っ

た環境を川註してもらっていたにも関わらず、

それを背州だと感じていたことです。自分が先

進国である日本においていかに甘い生活を送っ

ていたのか知り 、 心の内でJ~らすら!盛じました。

そして日本でも この感覚を持ち統けねばと思い

ました。

宇野 紫織

(国際文化学部 国際文化学科 1年次生)

私はこのツアーに参加 し、 「以ltlof.IJとはど

のようなものかをこの目で見て、感じたい、と

考えていました。タンザニアには物乞いをする

人も、お金を得るために旅行者から強盗する人、

嘘をつく人もいました。道路はゴミだらけで、

舗装もされていないところも沢1I1ありました。

心を ~I'rjめる事は沢山ありましたが、それをも

しのぐタンザニアの素晴らしさを発見すること

ができました。特に、なぜそんなに笑えるのか

と思うくらいのタンザニアの人々の屈託のない

笑みは、忘れることができません。少しでも「上j

からタンザニアを見ょうとしていた私には、|底

しすぎました。

スワヒリ訴で「ハクナ ・マタタJ= i心配す

るな、大丈夫だjというな|味の言葉があります。
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サファ リでは、 自分がちっぽけだと思う 反而、

この自然が全てを包み込んで、くれているという

安心感があり、まさにハクナ ・マタタでした。

森脇朔平

(経営学部経営学科3年次生)

私がこのツアーに参加して感じたことは、世

界は繋がっているということです。さまざまな

ことを勉強していくにつれて、卜|本人がタンザ

ニアで‘援助協力をしていたり、 円本のお金がタ

ンザニアのために使われていて、そのお金が

ちゃんと現地の人々のためになっていることを

目の当たりにしたり、タンザニアの人々と話し

て仲良くなったりしたことで、 本や先生の話か

らでは感じられないリアルなものを感じること

ができて急に身近にタンザニアを感じることが

できたからです。ただ、研究の対象としてでは

なく、H本からは述く離れているから|剥係ない

と思うのでもなく、現地の人々のことを知り、

その人々がなにを欲しているのかを考えること

が大切だと思いました。これらの経験を基に、

もっとも っと勉強をして、現地でふれあった

人々のことを考えながら我々ができる最良の援

助の方法を自分なりにも日々、探求していきた

いと思います。

森友寛

(経済学部 国際経済学科3年次生)

91:1日にス トリートチルドレ ンの職業訓練学

校を訪問する機会があ り、 その学校の生徒に聞

いたのですが、多くは生活苦が原凶のようであ

り、やはりl'tl重|が大きな陰を落としていること

が伺えました。ス トリ ートチルドレンの存在は

私としても非常に大きな諜姐であ り、早急に解

決すべき諜胞のうちの 1つであると考えます。

また今阿訪川した職業訓練施設は資金不足によ

り今年度で閉鎖するようであり 、この問題に|期

しては私たちが訪問したス トリー トチル ド、レン

収容施設だけの|問題ではなく、タンザニア各地

の収容施設でも同じような川題が発生している

場合があり、早急な調査が必要とされているの

ではないでしょうか ?

依然タンザニアには多くの課題が存在し、そ

の多くが支援を必要としています。自分自身が

11'凶者に対しどのような支援を していけばよい

か考えさせられるような武重な体験をすること

が山来たツアーでした。

引率教員講評

大林稔(経済学部 教授)

本プログラムは、アフリカにおける人びとと

芥らし、および貧困と自立への努力を知ること

を1::1的とした。このH的述成のために、 ①I14村

での民家滞在や文化交流、 ②貧困者の自立支援

事業への訪問を実施した。訪問対象事業は、マ

イクロフ ァ イナ ンス・現金移転 ・ BOP~i業、

元ス トリ ー ト・ チJレドレ ン養護施設、HIV/

AIDS}，品者支援NGOなどである。訪問との調整

には、 世界銀行 ・JlCA現地事務所、現地旅行

社]ATAの尽力を待た。またJATAにはスワ ヒ

リ話通訳兼添乗員を挺供していただいた。

参加者は、 事前にアフリカの貧困、タンザニ

アの政治経済文化、マイクロファイナンス、

BOPについて研究会を聞き、さらに帰国後、

参加者は絵画展「あなたにできるこ と~タンザ

ニアの子供たちの絵から米米を姉 く~J (2100 
年1)-J 29・30日)を京都市凶際交流会館で開催

した。http://www.kyoto-minpo.net/evenII 

archives/2011101/291 post_3164.php 

この絵画展は、訪問先のス トリート ・チルド

レン養護施設が資金不起から閉鎖されたため、

こどもたちの絵画を展示 ・l仮う'己して支援するも



ので、現在もこの活動は継続中である。また参

加者の一部は、体験学習の成果を踏まえて経済

学部討論会で発表を行い、好成績を収めた。

参加者は、ほぽ全員がアフリカ訪問は初めて

(ー名は事前に現地NGOにインターンとして滞

在)で、短時間にも関わらず深く広い経験を通

し、実践的で深い知識を獲得したと同時に、国

際協力へのモチベーションを向上させた。また

参加者は、訪問先との交渉、滞在中の活動、帰

国後の絵画展開催を通じて、英語力も含め目覚

しい社会的能力の向上を示した。

本ツアーにおける参加者の高い自発性と参加

者数の多さ(13名)は、国際協力とりわけアフ

リカに対する関心の高まりを反映したものと考

えられる。参加者は自立的運営を学びつつ成長

したため、その過程で現地の旅行社、関係諸機

関に多くのご負担をおかけした。お詫びすると

体験学習プログラム

同時に、青年育成にかけるその熱意に感謝した

し、。

今後の課題として、以下の三点をあげたい。

A.参加負担の軽減:アフリカは遠隔であり、

予防接種等の諸費用も高いため、実質参加

額は30万円近くと、他地域に比べ格段に大

きい。アフリカへの関心は高まりつつあり、

負担減への措置が望まれる。

B.広報の刷新:企画の学生への周知が十分で

はなく、関心の高さに比べて説明会への参

加が低調であるo学部掲示板、ホームページ、

ゼミ述絡、 SNSなどを活用し、学生100%へ

の100%を期すべきである。

c.準備期間の延長:募集と実施までの問が短

く、事前学習および訪問先と連絡・交渉す

る時間が十分取れない。募集時期を早める

ことが望ましい。
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2010年度活動概要

0海外体験学習プログラム/スリランカ民主社会主義共和国(ハプタレ一、シーギリア他)

-参加学生

小西和成(経済学部現代経済学科3年次生) 佐山優賞(経済学部現代経済学科3年次生)

北村仁志(経済学部現代経済学科3年次生) 北本美穂(経済学部国際経済学科4年次生)

大内紹子(国際文化学部国際文化学科4年次生) 吉田 裕貴(国際文化学部国際文化学科1年次生)

前 知里(経済学部現代経済学科4年次生) 樋口万里莱(経済学部現代経済学科3年次生)

-企画運営団体、テーマ

特定非営利活動法人 JIPPO
「自分の日で、心で感じるフィールド調査Jを学び、「豊かさとは何かJを考える

.行程

日 程 場 所 時 問 活動内容

8月19日(木) 関西国際空港 09: 45 集合、搭乗手続き

11 : 45 空路、バンコクへ

ノ〈ンコク 到着

空路、コロンポへ

コロンボ 20: 45 到着後、ホテルチェックイン

8月20日(金) コロンポ シーギリアヘ移動

シーギリア シーギリア博物館見学、シーギリアロック登頂

8月21日(土) ダンプラ ダンプラ石窟寺、スパイスガーデン見学

キャンデイへ移動

キャンデイ ペラヘラ祭見学

8月22日(日) キャンデイ 仏歯寺見学

ハプタレーへ移動

8月23日(月) ハプタレー グリーンフィールド農園農場・加工場見学、茶摘み体験

リプトン農園と加工場見学

8月24日(火) ハプタレー ハプタレー幼稚園竣工式

コロンポへ移動

8月25日(水) コロンボ 自由行動

8月26日(木) コロンボ 01 : 40 空路、バンコクへ

ノfンコク 06: 35 到着

11 : 00 空路、関西国際空港へ

関西国際空港 18: 30 到着後、解散
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小西和成

(経済学部現代経済学科3年次生)

今回のプログラムはu分にとって、とても収

穫のあるものだ、った。 実際 I~I 分でいくことによ

かその国の現状、歴史が分かつた。スリラン

カは私が思ったよりも治安が良かったが、車の

マナー、歩行者のマナーがとても悪かった。交

通に|却する木を送ったり、講習を閉し、たりして

111の危険性について教えたいと思った。また、

グリーンフィールド出|主1.リプ トンj兵|主|訪日ijは

今後のゼミ活動に大きな'1な機になった。 fillj者の

J2.困を見て、はたして有機無農薬はグリーン

フィ ー ルド民.聞の労働人のためになるのか、 J~;~

薬を使った方が売れるのであれば、農業{史川も

やむを得ないのだろうかとも思った。同j見聞の

住宅の差、収入の差は資料を読むだけではわか

らないものだったので、わかってよかった。

北村仁志

(経済学部現代経済学科3年次生)

グリ ーンフィールドの労働者とリプトンの労

働者の待遇の追いに驚きました。前者のお茶は

19~農薬、 後者のお茶は良薬を使って作っていま

す。お茶を摘み取りしてのお給料は同じなので

すが、グリーンフィールドの労働者は副業の野

体験学習プログラム

菜作りでも良薬を使うことができません。スリ

ランカではまだrl本のようにi良薬に対して健康

の危険があると感じている人が少なく、制2.4の

;fgf，農薬野菜より判-通の野菜のほうが売れるので

す。 1~~農薬で、の栽培はグリーンフィールドから

茶葉を輸入している側の要求です。このため、

労働者はかなりひどい生活を強いられていま

す。これは重要な問題です。私たちの勝手な要

求で現場の労働お・がひとさい生活になっているの

です。この現状を、茶葉を輸入している人が正

確に把J屈している必裂があると思いました。

大内紹子

(国際文化学部 国際文化学科4年次生)

スリランカへ米て 「本当の豊かさjについて

わかったことは、笑顔ということです。私は誰

もが感じれる幸せは、笑顔にあると思いました。

生きていくには、収入が必要かもしれません。

しかし、収入ばかり、モノばかり追い求めては、

大事な心を忘れていきます。日本人は「ワレ

タダ タルヲ シル」と龍安寺にあるように、

私たちは求めるばかりではなく、もう十分に必

りていることに気付くべきだと思いました。そ

うすると、心に余裕ができ、今在るものへ感謝

の気持ちが生まれてくるのではないでしょう

か。そこで私は、まず1'1分の行動や他人に対し

ての接し方を凡抗して改称していこうと思いま

した。これからさらに考えをj菜めていきたいと

jAIいます。

前 知里

(経済学部現代経済学科4年次生)

「このままこちらの都合で無農薬を徹底する

のか、労働者の生活水準の向上をめざすのか。」

JIPPO専務理事である"-1村尚司先生が私たちに

投げかけた言葉です。私はこの言葉の真の重み
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を知lることとなりました。生産者にもii'i'1'i者に

も身体に{延しいものは1!¥f，脱却iです。そして刷辺

の環境、人体への影科という而でスリランカが

発民途上凶から先進諸凶と世論に位置づけられ

るときに必裂となっていくものでしょう。 しか

し現状は小さな 11町、 そして一つのエリア内でも

生活水準の絡差が存在していました。f今jを

考えると後世への負加をji:'閉した上で地域内格

差を縮めることを先決に進めるべきなのかもし

れません。このプログラムではそのIYHi(l[な科え

は出せませんでした。 しかし少なくとも私の中

に新たな概念をもたらせてくれたことは'Ji.尖で

すc 私はこの経験を忘れることなく未来を作る

ために日々を歩んで、いきたいと込{います。

佐山優貴

(経済学部現代経済学科3年次生)

~Ji'í狗に紅茶プランテー ションとその労働者に

ついて調べてはいたものの、~際茶園に行って

現状を目の当たりにして、改めて考えさせられ

ることがたくさんあった。一番深く考えさせら

れたのは、グリー ンフィールド股図の労働者の

生活水準である。ぼろぼろの トタン屋根の小さ

なき誌に家族が5人も 6人も住んでいるのには衝

撃を受けた。グリーンフィールドに有機法府を

強要しているのは先進同であるわれわれであ

る。つまり労働者に今のような生活を強いらせ

ているのはわたしたちだ。 EIの前に現実を突き

付-けられてしまい、とても 111し訳ない気持ちに

なった。先進国と発脱途上IAとの関係性から見

直されるべきなのではないか。利益がも っとジ;5-

働者に地元される仕組みの必裂性を感じた。

北本 美穂

(経済学部 国際経済学科4年次生)

ハプタレの幼稚園の部成式に行った|際、セ レ

モニーで司会の方がシンハラ語、タミル師、 94

5Rで訴されていて、地域住民にはキリスト教、

イスラム教、ヒン ドゥー教、仏教徒がいて、そ

れぞれのお祈りがされていました。日本では比

ることの/H来ない光公であり、驚き ました。グ

リーンフィールドの労1{9J;J2i'がフェアトレードの

資金で建てたコミュニティホーJレにもヒン

ドゥー教と仏教の結婚式の飾りが置いてありま

した。グリ ーンフィール ドのて場の近くにはキ

リス ト教の教会もありました。スリランカのl版

史を比てみると、イギリス制民地時代やインド

や京市アジアなどからの宗教文化が混荘し、多

様な文化を受け入れてきた結果であると7守えま

す。宗教飢についても新しい発見でした。

吉田裕貸

(国際文化学部 国際文化学科 1年次生)

スリランカの人たちからは生きるパワーを!感

じた。みんな前を見てIYJるく広いているなと

思った。 11-1i:の方が確実に忠まれた生活をして

いるのに生きるパワーは圧倒的にスリランカの

方が強いと感じた。私はなぜこんなに差がある

のか考えた。一つはH寺111]の流れるスピー ドでは

ないかと思う。時間に自分を合わせるのではな

く、 n分に時間を合わせることは日本人に必必



なことなのだろうなと思った。またもう一つは

自然の多さだと思う。1'1然は人にブJをうえでく

れる。心からそう思えるような場所がスリラン

カにはたくさんあった。一昔前までは日本もそ

のような場所がいっぱいあったと思う。しかし

日本は先進問の仲間入りを果たすと同時に(1然

を失っていったし、今も破壊は進んでいってい

る。これは日本だけではないことであるが、や

はりそのようなことも H本に元気がない袋凶で

はないかと思う。

今回は私にと って初めての途上国であった。

円本に住んで・いる私には鴛きと発見の述統だっ

た。日本にいるだけでは絶対にできないような

経験が出来た。この経験を経験で、終わらせては

いけない。これからの人生に活かしたいと思う。

どのように生かすかはまだ私にはわからない。

これからの大学午前の"，で考えていきたいと思

う。また機会があればスリランカやその他の途

上国にも行きたい。大学生のうちに行って今阿

気付かなかったことに11'，会い、勉強したいと思

つ。

体験学習プログラム

樋口万里菜

(経済学部現代経済学科3年次生)

このスリランカのプログラム を通して、考え

させられる ことが多くあった。まずはスリラン

カの人々の暮らしと 11本の私たちの暮らしの追

いである。スリランカでは経消面の格差がはっ

きりと目に分かる。しかしそういう貧しい生前

のrl'でも、スリランカの人々はすごく素敵な頗

をしていた。市場はすごく前気があって、あい

さつする とたいていの人が笑顔で返してくれ

る。11本ではあまり無いことだと思った。U本

も一度日常を見直すべきだと思った。

もう 一つこのプログラムに参加して、フェア

トレー ドとはイ可かを改めて与・える ようになっ

た。フェアトレー ドで得られるお金は個人には

地元されない。今までフェアトレー ドのことを

なんとなく知っていたつもりでいたが、令然Jlll

flJ!(:できていなかったと前i!盛した。フェアトレー

ドとは何なのか、なぜ行われているのか、その

地域の人が何に困ってフェアトレードを行った

のか、科られた利益はいったいどのように利)IJ

されたのかなど、フェアトレードのことをも っ

と帰り下げて理j科したい。
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0海外体験学習プログラム/ネパール連邦民主共和国(ポカラ、クン夕、カトマンズ)

-参加学生

松岡 和l奈(社会乙Fi'~II コミュニティマネジメント学科3年次'1:)

幽企画運営l州本、テーマ

財団法人 PHD協会 r 11本で学んだ研修生の村の生活を体験!J 

-行程

上i 程 4払- 所 Ik~ 1m 活動 1)、j 作

8月181] (水) |則阿国際Z阿佐 22:00 集合、終.Jf~y.続き

8 )-JI9日 (水) |財閥I~I際空港 00:30 宅路、バンコクへ

/~ンコク 04:20 jilJ，tr 

LO:15 空路、カトマンズへ

カトマンズ 12:25 rlJlr 
l5:00 空路、ポカラへ

I;f，カラ 15:30 主Ij"Vf後、 ペワi&Jへ

8月20日 (金) ポカラ 研修生のili!FJJ見学、 rli内観光

8 fJ 2lEI (土) ;I~ カラ 09:50 ~If'n、カトマンズへ

カトマンズ LO:20 子IJlH炎、 dil人JWi.光

8月22日(口) カトマンズ パスでクンタへ移動

クンタ 子Ijlf後、小学校訪問l

8月23日()J) クンタ 次1111研修生選考

8月24日 (火) クンタ 研修生前!fVJJ..!.q;

8月25日(水) クンタ パスでカトマンズへ移動、パクタブール_\1~i!f 

カトマンズ

8月26EI (木) カトマンズ 13・30 全路、バンコクへ

/~ンコク 18:15 到lr

23・30 空路、|則 l，ql~1際空港へ

8 ):J 27 1:1 (金) |刻j1ql.KI際空港 07・00 刊lH去、解散

松田和奈

(社会学部 コミ ュニティマネジメン卜学科3年次生)

共に、新たな発見や疑問が生まれたボランテイ

アでした。

このプログラムに参加して"世界観の広がり"

"同じ土地でも見られる生活の絡差"“家族の温

かざ'の3つを主に感じました。今回訪れたネ

パールのような 1:1本と比べて生前71<i¥l¥が低い所
に行ったのは初めてでした。1:1本は世界の国に

比べても経済が発脱しており、生活はとても裕

福であるとすごく感じました。一方で・、人とし

ての些かさについて考えさせられました。経済

発展と共に失われていく人としての本当の幸せ

とは・ー今回のボランティアに参加してここには

計ききれないほどの多くのことを学び感じると

-『fFE35J



体験学習プログラム

0海外体験学習プログラム/アメリカ合衆国(グアム島)・パラオ共和国

.参加学生

麻生尭宏(経済学部現代経済学科2年次生) 秦 照顕(経済学部現代経済学科2年次生)

阿部峻亮(文学部史学科2年次生) 水野琢磨(経済学部 1年次生)

尾上なつ美(国際文化学部 国際文化学科 l年次生) 三好真知子(法学部 政治学科 1年次生)

笠松 由衣 (文 学部哲学科2年次生) 森江紗矢佳(国際文化学部国際文化学科2年次生)

中川 司(経済学部 国際経済学科2年次生)

-引率教員、テーマ

松島泰勝(経済学部教授) r島換社会における自立と共生を考える」

-行程

日 程 場 所 時 |自j 活動内容

2月14日(月) 関西国際空港 09:00 集合、搭乗手続き

11:00 空路、グアムへ

グアム 15:30 到着後、ホテルチェックイン、ホテル周辺散策

2月15日(火) グアム グアム大学訪問、学生との交流

グアム商工会議所幹部へのインタビュー

チャモロピレッジ、文化施設見学

2月16日(水) グアム 老人ホームにてボランテイア

日本総領事館総領事へのインタビュー

ピーチクリーンアップ・ボランテイア

2月17日(木) グアム グアム大学、環境保護・人権擁護団体メンバー(グアム

大学教授)、元グアム議会議員さんへのインタビュー

グアムの開発予定地、軍事基地等の視察

19:55 空路、パラオへ

パラオ 20:55 到着後、ホテルチェックイン

2月18日(金) パラオ 日本大使館全権大使へのインタビュー

大使館専門調査員と昼食

J 1 CAパラオ支所ボランテイア調整員へのヒアリング

ユネスコパラオ事務所所長へのインタビュー

2月19日(土) ノfラオ 日本入学校補習校で文化交流

国際サンゴ礁センタ一、コロール州リサイクルセンター・

ごみ処分場訪問

パラオ博物館、首都政府庁舎訪問

2月20日(日) パラオ エコツアー ジエリーフィッシュレイク・ロックアイラ

ンド

2月21EI (月) パラオ クニオナカムラ元大統領へのインタビュー

老人センターでの交流

パラオ短期大学学生との交流

2月22日(火) ノtラオ 02:35 空路、グアムへ

グアム 05:30 到着

07:20 空路、関西国際空港へ

関西国際空港 10:00 到着後、解散
」
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麻生尭宏

(経済学部 現代経済学科2年次生)

今1111の海外研修プログラムで、基地が飢jもや

環境にどのような影響を与えるのかを色んな

方々の立比を聞き学ぶことができたのではない

かと感じた。れ11純の基地IIIJl温もあってか恭地に

|剥 して伐自身もあまり良いイメージはなく、越

地には反対だ、った。基地賛成側では地域との共

存をn析 しており、文化的に大切な場所は反対

するが経済発展のため活動しているということ

であった。一方で、反対派としての意見では、こ

れから海兵隊やその家族などがくるという人n
m力11による環境問題を心配していた。グアムで

はこういった基地の問題が人々の生前や環境に

も大きく関わっていると実感した。

t'I立するにしても起こってくる問題、そして

la棋社会での主な産業は観光業で、あるが、花II光

をうまくしつつ環境を守っていくということの

共生の雌しさを改めて感じさせられた。またl'lil

と|五|の|則係がどんな影響を与えるのかなどを廿l

山の，祈を伺うことが11¥来た。今回の研修で学ん

で終わりではなく、これから社会に生かせるよ

うに考えていかなければいけない。

阿部峻亮

(文学部史学科2年次生)

特に印象に残ったイ ンタビュー結果について

i'::きたいと思います。

ユニセフパラオ事務所所長のSharon

Sakumaさんのインタビュー結果です。パラオ

では幼児保護プロジェク トを推進しています。

子供が受ける暴力、子供が行う暴力に円 をlilJけ

考え訓不正を行っています。その暴力をどのよ う

に見つけるかというと、 子供に対して制娯イン

タビューを行い、そのrl'で社会サービス、法1It、

などを与・雌し考えるのです。Sharonさんは、

匡IJiliで働くことは大きな挑戦であり国連の枠組l

みの'1'でしか活動できないけれども、そのなか

でパラオ政府との調整をしていくのは大変であ

ると諮っていました。私は一人でこの大きな仕

事をこなしているSharonさんを見て、自分も

こんな人になれればという 一つの目標を立てる

ことができました。

今|訂|の海外体験学習プログラムで、学んだこ

と、経験したことはたくさんありました。 しか

し一番私に影響を与えたのは、やはり人と人と

のつながりでした。この人のようになり たい。

この人の考え方はすごいといった、自分が持っ

ていないものをたくさん持っている人たちにm
会い、関わりをもてたことがこのプログラムで

私が得た一番大きな成果だと感じます。

尾上なつ美

(国際文化学部 国際文化学科 1年次生)

グアムは、米軍基地問題や環境、経済而など

でさまざまな問題を抱えている。たくさんの方

にインタビューをして基地拡大問題についてそ

れぞれのな見を聞かせても らった。 ~;~地拡大は

図の経済にとってはプラスになるが、環境而で

はマイナスだ。 私自身は)~地をWI設することに

どちらかというと反対であるが、どちら側の意

見もグアムのためを思つてのことだと理解でき

た。グアム自イ本はアメリカイ斗主|に対・してほとん

ど自決椛がなく 、合衆凶がほぼ一方的に決定し

たそうだ。iWEARE GUAHANJというNPO

団体はアメ リカ ・グアムの両政府に対して訴訟

を起こしているそうだ。そういった団体がもっ

と附えればグアムの自然や人々は守られるので

はないかと思う。また、グアムの性民だけでな

く、観光特に多い私たち 円本人など、外の人111I

もアクションを起こすべきだと感じた。

また、パラオという国は国のj吋政のほとんど



をアメリカなど外国からの文援に依存していた

が、近頃その支援も削減されるという。いまパ

ラオ政府はエネルギー改革やゴミ問題への対

応、 rl然保護など、島の1I然をそのままの状態

に財政の危機を救う方法を考えている。あの美

しい自然を保ちつつ、国の財政を守る方法をな

んとか見つけてもらいたい。

笠松 由衣

(文学部 哲学科2年次生)

パラオでは、地元の方のなかに観光客が交

ざっているという感じで、まだメジャーな飢光

地ではないことがf云わってきた。また、ホテル

やお胞の従業員は、パラオ人よりもフィリピン

や台湾などから来た外国人労働者の方が多かっ

た。なぜなら、パラオには4年制大学がなく短

期大学があるだけなので、グアムやハワイにあ

る大学へ行き、 そのまま移り住んでしまうから

である。そんなパラオをもっと成長させるには、

やはり美しい自然を売りにした観光業しかな

い。 しかし 観光業を発展させるには、グアム

の基地拡大のデメリットと同様に、自然保護が

到tしく なってくる。

2カ|孟|とも観光業をメインに成長している

が、早まってしまうと次々自然が破壊されてし

体験学習プログラム

まう。それで、は-11寺の産業と成りかねない。い

かに自然を保ちつつ基地拡大や観光業を進めて

いくかが、故大の問題である。

このプログラムで、島の美しさとその島が抱

える問題をま11り、もっと他の向凶にも訪れたく

なった。また、海外で働く円本人にもたくさん

出会い、 H本に閉じこもらずに世界へ飛び出す

行動力も大切だな、と感じた 91:1111]だ‘った。

中川司

(経済学部 国際経済学科2年次生)

パラオは環境と経済がとても祐:接な|珂係を

持っていると感じた。パラオに旅行に来る外国

人のほとんどはマリンスポーツに偏っている。

もし海が附くなってしまうと、観光客が激減し

てしまうのである。また観光符が培えるとゴミ

が増えて海が汚くなってしまう可能性もある。

その観光特が出すゴミの処理にたくさんの金を

かけることは難しいといっ た~k?兄である。

しかしパラオ大使館の辻氏がこの問題に|剥し

て言った事は、ゴミを海外へ売るという方法で

ある。そうすると再利用なので環境にも 良く、

ゴミが/1'，ても金に換えることができる という 2

つの利点がある。また今後はマリンスポーツの

観光客だけでなく、他の種類で飢光客を呼んで

いかなければならない。訴を附!いたほとんどの

方がパラオの文化的、 伝統的なー而も観光客に

見てほしいと言っていた。

このように、どこに手をつけたらいいかわか

らない問題を改普・しようと考えている方々の話

を聞 き、自分の視野の扶さに悔しさを覚えた。

ゴミという非生産的なものを生産的なものに変

える、このような考えを今後は自分も思いつく

ように努力していかなければならない。また今

回は話をIJHいても納得するだけで反論が浮かば
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なかったので、次にこのような機会があれば自

分の意見をもっと山せるように今後大学生活を

送っていかなければならない。

三好真知子

(法学部政治学科 1年次生)

グアムで・私が一番心に残っていることは日本

総領事加でインタビューした木村さんのお話。

グアムでは戦没者を弔う慰詑祭が一年に一度行

われる。 しかし、 1:1本からのグアムに対しての

謝罪は戦後これまで一度もなかったという。そ

んな中、初めて問謹祭に出席し謝罪のスピーチ

を述べられた。木村ーさんは自分がスピーチする

ことに良い反応が返ってくるとは思っていな

かったが感謝されたという 。グアムの人々の口

癖は「忘れないけど、許す」という 言葉だと教

えていただいてとても心が熱くなった。木村-さ

んはそれをき っかけにグアムの人々と交流を深

められたそうだ。 もっと心のつながりを作って

いきたいとおっしゃっていた。 しかし、心のつ

ながりというのは自に見えるものではなく、成

果が顕著に表れるものではない。それゆえに心

のつながりはグアムと日本の|剥係だけに|恨ら

ず、も っとも私たちが大切にしていかないとい

けないものであるのではないかと思った。

私はこのプログラムを過して、色んな意見を

持つ人がいて、どれが正解かを決めることはと

ても難しいことで、 自分はどう思うのかを自分

の宮、見をも って伝えることの大切さ、人と人と

のつながりの大切さを学ぶことカ~rH来た。 在、は

自分の視野を広げることが出来たと思う 。これ

からも和極的に自分にプラスになる経験をして

いきたい。

森江紗矢佳

(国際文化学部 国際文化学科2年次生)

グアムとパラオにはいくつかの類似点があ

る。観光業が主な産業であること、島腕社会で‘

あること、アメ リカと密接な関係がある こと な

どである。 しかし似た環境にありながら、グア

ムは独立さえできないままでいる。その大きな

型，1]は、グアムが軍事的な利用価値が高いから

だといえる。

次にパラオの財政についてだが、パラオは国

家予鉢の約半分をアメ リカの援助に頼っ てい

る。そして観光業以外に主だ、った産業もないた

め非常・に公務員が多い。国家予算のほとんどが

公務貝の給料に使われており、道路などのイン

フラ雄官iiは日本や台湾などのODAでま かなわ

れている状態だ。

グアムとパラオはいかにして自立を達成でき

るのだろうか。虫かな環境と制光業だけでは大

国と対等な|剥係を築くのは難しい。 しかし米軍

基地の問題一つをとってもそれに対する意見は

様々であるし、人口 2万人の図ができる産業と

いうのもやはり限られてくる。まわりの国々の

理解と的椛な援助、また援助を受ける側の前向

きな姿勢がなければ、こういった品々の自立は

難しいのではないだろうかと思う 。

秦 照顕

(経済学部 現代経済学科2年次生)

海外体験学習では、普段は経験できない現地

の人と人との関係、人と 1;1然との|期係、人と社

会との|則係を見ることができた。またグアム、

パラオの経済、諸問題の話を多くの人に|剖くこ

とができた。

1-1木総領事館木村総領事へのインタビューで

は、日本とグアムで心のつながりを探くする文

化交流、日本人観光客がもっとグアムの文化に

興味をもって観光してもらいたいことを言って

いた。



グアム大学 リサ助教綬へのインタビューで

は、グアムの中で先住民放のチャモロ人が少数

化、伝統、文化、 言語の消失を恐れていた。日

本人については過去の戦争がタブーとなってい

るが、 jlll純での経験から文化的、 精神的なもの

に触れ、土地に対する思い、文化を共有するこ

とで関係が深くなることを言っていた。

グアムでのインタビューから、文化施設への

観光は心のつながりを築き、文化の観光、チャ

モロ人の文化の維持につながるかもしれないと

思った。

水野琢磨

(経済学部 1年次生)

今回の海外体験学習プログラムで、どうすれ

ば烏膜社会が経済的自立ができ、かつ環境を保

護していけるのかを考えながらインタビューし

た。

グアムの場合、大規模で商業的な開発を行っ

ていた。さらに経済成長するために現地では米

軍基地受け入れ賛成の人が計千多いようだ。商

て会議所の話では基地移設による経済効果は10

年くらいだと言っていたが、これに閲してグア

ム大学の人はインフラ整備によっていろんなも

のの需要が伸び、て経済効果はあるが現地の人は

その恩恵をほとんど受けないだろうと言ってい

た。

パラオの場合はグアムほどIJH発がされていな

くて現地の文化が色扱く残っていたし、人の手

がつけられていない自然環境がまだたくさん

残っているように感じた。パラオのJl;i'政のうち

アメ リカが5割負担している。公共事業は日本・

台湾の資本援助に頼っている。主要な産業を育

てるこ とが難しいことを考えるとやは り環境立

国を目指すしかないのではないかと私は考え

る。

体験学習プログラム

今回グアムとパラオを訪問して!感じたことは

グアムのやり方が正解ではないと思ったしパラ

オのやり方が正解でもないと思った。先進国の

考え方を ~'Ip しつけることはできないので環境立

国としてどのような方向を目指してやっていく

かを最終的に選択するのは現地に住んでいる人

である。

引率教員講評

松島泰勝(経済学部教授)

本海外体験学習プログラムの目的は、グアム、

パラオにおける自立と共生を学ぶというもので

ある。米間属領であり、米軍基地拡張計聞のあ

るグアムと、 2万人の独立国で、経済白立と自

然との共生を目指すパラオにおける1'1立と共生

を、品の)j々 にインタビューし、各地を見学し、

自ら体験することによ って明らかにする学習で

あった。

まず、グアム全体の概要を知るためにグアム

総領事館の木村総領事とな見交換した。次にグ

アムの恭地拡張について、賛成派の商工会議所

の会頭 ・事務局長から意見を聞いた。他方、基

地拡張に反対の立場のグアム大学のシュスター

教授、ナティピダド講師そしてゼミ生から意見

を1mいた。そして地元NGOメンバーの案内で

太平洋戦争の強制収容所跡 ・慰年碑、基地拡張

現場等を見学した。

ボランティア活動としては地元老人ホームの

ご老人との折り紙、 合唱等の 「心の交流」、 そ

して地冗ピーチでのゴミ拾い前動を行った。ゴ

ミ拾い活動に対してグアム知事 ・刷主IITji..，l::名の

感謝状をmì~ した。 日本からの同体でこのよう

な感謝状をもらったのは初めてであるとのこと

であった。

パラオではまず、環境に配慮した リゾー トで

あるパラオパシフイック ・リ ゾー 卜を同l織貝の
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案内で視察した。パラオと 1:1本との関係につい

て日本大使館の定岡大使、パラオへのODAに

ついてJICAの武市調控貝と立見交換した。パ

ラオの自然との共生、自立について日本大使館

の辻専門調査員、パラオに対する国辿活動につ

いてサクマ ・パラオ事務所所長、パラオと 日本

との関係についてパラオ国務省のヒガ儀典官

長、そしてパラオと日本との関係や、独立後の

歩みなどについてナカムラ元大統領から見解を

伺った。

ボランテイア活動としては、 日本人材i習校の

生徒との合唱、シャボン玉等の遊び等、パラオ

短大学生との合H局、一対ーの会話、日本の遊び

等、そしてパラ オ老人センターにおいて合11局、

折 り紙・ コマ ・お手玉等の交流を行った。パラ

オ梅洋試験センター、パラオ国際サンゴ礁セン

ター、コロール州リサイクルセンター ・ゴミ処

分場訪問、パラオ博物館、首都政府庁舎、テレ

ビ局等を視察してパラオの自立と共生の具体的

な取り組みを学んだ。そしてエコツアーに参加

し、美しい自然との共生を 1=1指したエコツーリ

ズムを直に体験した。

certificate 01 App，eciatio~ 

g玄UKOKUUNIVERSIT"Y 
JAPAN 

FOR YOUR EFFORTS IN BEAUTIFYING 

GOVERNOR JOSEPH FlORES (YPAO) BEACH PARK 

011 ft.>~ 

.ふμ dL
⑧ 24M4ふとん ー @ 

Department of parks & Recreation 

グアム、パラオという政治体制、社会背景、

自然環境のあり方等が興なる向腕社会における

自立と共生を具体的に学ぶこ とができたと考え

る。またいくつかのボランテ ィア活動を行うこ

とにより当該社会の内部をより深くしり、住民

との関係も強くなり、 顔の見える人間関係をつ

くることが可能になったと考える。

説題としては、パラオでの日税変更によりパ

スのチャーター代が迫力11的に発生したことを挙

げる ことができる。次|旦|からは本プログラムの

趣旨に翌日併を示す現地旅行代理H応との述携が望

まれる。

学生たちは事前学習会、そして各自の勉強を

もとにして、質問や意見交換を熱心に行った。

また折り紙、独楽、お菓子、シャボン玉セッ ト、

お手玉、風呂敷等、学生各自が工夫して交流の

ための判長制Iをしてきた。 また、タイ トなスケ

ジ、ュールにも関わらず、夜遅くまで折り紙や合

唱の練習をして交流に臨んで、いた。学生たちは

非常に熱心であり、問題意識に溢れ、各自の役

'iliJJ を向 j~t し、和極的に発言、意見を発言し、誠

実に交流やボランティア活動を行った。

そのこともあり、パラオでは地元テ レビの

ニュースに出演し、日本人補習校の新1miパラ

オ新聞」にも帯杭を求められた。学生たちの非

常に兵撃な態度に小生は非常に感動した。グア

ム、パラオで学んだことを踏まえて、 今後、自

分なりに課題と方向性を見つけ、これからも充

実した大学生活を送り、グアム・パラオとの関

係を深め、国内外のボランティア活動に参加す

ることをJVJ待したい。



体験学習プログラム

0海外体験学習プログラム/インドネシア共和国 (パダン、タランパブンゴ)

-参加学生

制i率良典(経済学 部 国 際 経 済 学 科 31li次生)

-企pl日迎営団体、テーマ

IH同法人 PHD協会 「地元学をやってみよう!J 

-行相

H 手2 所 H寺 1/1] 

3月19卜1(土) 関西国際空港 08:45 

11:00 

デンパサール 17:10 

19:15 

ジャカ Jレタ 20:00 

3))20日 (日) ジャカルタ 06:15 

パダン 08:00 

3)) 2lFl (月) タランノfブンゴ

3)-)22円 (火) タランノfブンゴ

3)-) 23日 (水) タランノ〈フ.ンゴ

3rJ2411 (木) タランノfフ'ンコ.

3JJ 2511 (金) タランパブンゴ

3))26日 (土) ノfダン 13:20 

ジャカルタ 15:00 

17:20 

デンパサール 20:05 

3))27卜1(H) デンパサール 01:00 

関西国際空港 08:30 

編淳 良典

(経済学部 国際経済学科3年次生)

在、は今まで、発展途上国の人たちは、現状に

不満を持ちつつ暮らしていると思っていた。よ

りよい利便性を望み、物資や経済的なi生かさを

追い求めつつ今を耐えている。そんなイメージ

活動内谷

集合、 J将来手続き

空路、デンパサールへ

到1) ~Yf

クH~、 ジャカ ルタへ

i~)lf後、ホテルチェックイン

ZE路、パダンへ

到訴後、タランパプンゴへ移動

研修生活動見学、待合参加、散策、地元学レクチャー

村の人たちとの会合、あるもの探し、村歩き

参加盟による絵地図づくり、外部者による発表

j山l!!Z1fti際カードづくり

村の人たちによる発表、パダンへ移動

常断、 ジャ カルタへ

到Ji-

空路、デンパサールへ

到~Yf

全断、 |刻凶医l出ぞきを港へ

fl)1Yf後、解散

を持っていたのだ。しかし、我々は無意識のう

ちに発展途上国=貧困と捉えていないだろう

か?これらの言葉は、我々が自分の、日本のス

タンダー ドが最低限であると勝手に位世づけ

し、それに満たないもの全てに張ったレッテル

にすぎないのではないか?村の人たちはいつも

笑顔で、農業や洋裁など、それぞれの仕事に従

事しながら我々と変わらず生活している。時間

に追われることなく、仕事中でも、知り合いが

通るとダラダラと楽しそうに立ち話をする。村

には精神的な豊かさが溢れていた。日本は物質

的に泣かな閣である。天秤にかけてと守っ ちが良

いかの優劣をつけることはできない。どっちも

とeっちで素晴ら しいと いうことに気づく ことが

大事だと思う。

私は今回の旅の経験を多くの人に話したいと

思う。1mいた人が各々自分で考える材料に少し
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でもなればいい。ただ、間違ったイメージだけ

は与えないように私自身も言葉を選ぶ努力をし

なければならない。この程度しか今の私にはで

きないし、この程度でもいいのかなとも思うの

だ。私はインドネシアの小さなナガリでゆった

りと流れる時間の中で生活し、 H本の|喧l燥のな

かで感じがちな義務感や圧迫感を忘れること

や、自分のペースで物事を進めることもl時には

大事だと学んだのだから。

企画名 タイ トJレ 2010年度(ボランティア等)体験プ口ク‘フム報告会

報告者名 竹村 光世 (派1江キャンパス コーデイネーター)

日 11寺
1会可ι 季:2010~1:: 1O) 113日(火)17時00分-20時00分
春季 (予定): 2011年 4)-J 27日 (水)17時30分-19時00分

場 所 深草キャンパス 21号館401号室

実施主体 ボランティア.NPO活動センター

参加人数 夏季:46人 (報告者含む)

-経緯.1:1的

センターで実施している体験学習プログラム

に参加 した学生が、現地でどのようなことを学

び、考え、今後のボランテイ ア活動や大学生前

等にどのように活かしていくのかを発表する機

会として、プログラムの一環で・報告会を行って

います。従来は参加学生と教職員だけで笑施し

ていましたが、今年度はより多くの学生に本プ

ログラムに|期心をもってもらうため、凶際分野

の活動やスタデイツアーに関心のある学生をは

じめとして、識でも報告を聴ける形で行いまし

た。

.概要

参加した学生が、プログラムごとに、プログ

ラムでの体験を通じて学んだことをそれぞれの

スタイJレで報告しました。体験プログラムに参

加 した学生以外に、プログラムに関心を持つtiff

~や、 受け入れ先(スタデイツアー企画同体)

のNPO団体の方にも参加いただきました。発

表概要は下記の通りです。

訪問地 ・発表者人数 テーマ

iゑ1Y県 「森にふれあい本に学

プログラム参加者 7~1 ぶJ

タンザニア迎合共和問 11t133から }j}i/1¥する辺
プログラム参加者13名 をさぐる」

!l スリランカ民主社会主 「自分の 11で、心で!長

f季
義共和国 じるフ ィールドぷ，j1f.J 
プログラム参加者8名 を年:び、「班かさとは

イIIJかJを考える

ネパール連邦民主共和 IR本で学んだ研修生

凶 の村の生前を体験!J 
プログラム参加者1名

司も アメリカ合衆国(グア II:o厳l社会における白

本
ムlゐ)、パラオ共和国 立と共生を4-える」

( 

プログラム参加者9名

r-イン ドネシアユ名手口国 IJ也7じ1l}!:をや ってみよ
定

プログラム参加者1名 う!J

.参加者の声 ・得られた効*など

夏季報告会のアンケートでは、発表制Ijから「他

のプログラムの様子を知ることができてよかっ

たJi他の方の発表から、内容、プレゼンの仕

方など学ぶことがたくさんあって参考になりま

した」という感想がありました。

また、他の参加者からは í~1祭に訪れてmLで

感じたことと写真を加えることで、臨場感が溢

れていて良かったJi参加してみたいと思えた」

「各プログラムごとに内容が典なっており、興

味深かったJi各プログラムともツアーのこと



だけでなく [JT-後に学習したであろう努力とメン

パーの同結力が伺えるものでした」なと。の戸が

寄せられま した。

.コーデイネーター所感

参加したプログラムごとの発表にしたため、

発表に向けての準備を進めるなかで、 他の人の

体験学習プログラム

考えに触れることや、自分の学び、感じたこと

を人にわかりやすく説明することで、自分の気

づきをより深めることができたようです。

また、海外に行ってみたいと漠然と考えてい

た学生にとっても、実際に最近行った人の生の

71iを聞 くことでイメ ージを少しでも具体化でき

たことと思います。

卒論等、今後に活かしていきたいとの報告も

あり、海外に行って終わりではなく、 これから

次の活動を続けていくことが大事とのメッセー

ジを発信することはできたと思いますが、実際

にどのように続けているのか報告を聞くことは

少なく 、今後のセンターの|児わり方をもう少し

提案するようなことも必要かもしれません。

このことを春季プログラム報告会の課題とし

て、考えていきたいと思います。

69 


